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研究分野： 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：特別支援学校 
 
１．研究計画の概要 
ｅ－ラーニングの題材となる教材の作成

が最も重要な計画となる．最初から臨床医学

全科目を網羅することは不可能であり，私の

専門領域の中で直接授業を担当する神経内

科学と老年医学に焦点を絞り，他の科目の教

材の見本となるべき教材を作成する．その教

材を学生に提供し，自己学習の補助として役

立てる．それらを特別支援学校専攻科理療科

教員へも普及させることにより，全国の視力

障害学生が利用可能なものとする．その上で

アンケートや質問・それに対する回答などを

通して有用性の実証やネットワークの基盤

を構築する． 

 
２．研究の進捗状況 
(1)概略：神経内科学と臨床医学総論（臨床

診断学）の教材を充実させ，学生教育に実

践とアンケートを実施し，その結果をもと

に自己学習の補助として役立てることを目

標にした．本研究の意義および重要性は，

視覚障害者の自宅学習支援のためには教材

を充実させ，本学の学生への教育に進歩を

もたらし，はり師国家試験合格をはじめ，

専門職への自立を促す．さらに，全国の特

別支援学校専攻科理療科にも教材を提供し，

相互交流を図ることである．  

(2)教材作成：①授業教材の DVD化：「神経内

科学」の過去の定期試験３回分，各試験につ

き約 2時間の解説付きビデオ教材の自習用教

材を作成し，学内 LAN 配信および CD にて配

付し，実際の試験直前学習に利用した．その

結果，自己学習よりはるかに効率のよい学習

ができ，ほぼ全員が再試験に合格した．②「授

業教材の電子ブック化：「臨床診断学」の授

業用資料としてパワーポイントを利用した

副教材を作成した．その教材を利用し，有志

学生に対して補講を実施した．その内容を電

子ブック教材になるように改良した．さらに，

音声解説や動画つき資料の作成を行ってい

る．③動画・音声付き教材：「臨床診断学」，

「神経内科学」の図表の解説は DAISY化を行

い，音声での利用が可能となった．また，一

部ではあるが動画・音声付きの教材のプロト

タイプを作成した．  

(3)学生への教材配布およびその効果：「神経

内科学」，「臨床診断学」の定期試験用の自習

用教材を各学生に配付し，試験直前学習に利

用した結果，学生の学習意欲が高まり，多く

の学生の自己学習に有用であった．問題点と

して，視覚障害の強い学生は映像を直接見る

ことは困難であった．しかし，墨字プリント

や点字資料と併用することで音声のみでも

十分理解が深められ，試験での高点数につな

がった．学生からアンケートでも，利用率は

約 75%，今後このような教材の必要率は約 90%

であった． 

  
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
教材作成は，DVD 教材，音声付教材につい

てプロタイプは完成し，学内の学生に提供し
た．現在，内容の充実を図っているため，ほ
ぼ順調に進んでいると判断した．  
 
４．今後の研究の推進方策 

これまで作成したｅ－ラーニング教材の
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充実をはかり、学生教育に実践する．まず，
本学にてDVD教材を補習学習として用い、学
生にアンケートを実施する。さらに、その
結果をもとに現在作成している臨床医学総
論の教材を完成させ，本学の学生に提供し，
自己学習教材として役立てる．  

(1)教材作成：①視覚障害学生に解るような
音声解説付きPowerPoint教材ないしPower
Point類似のｅ－ラーニング教材を作成す
る．各講義1コマにつきスライド20枚程度
の分量とし，1枚のスライドの文字数も50
字程度と視覚障害学生に配慮する．さらに，
説明の必要な語句には，音声で解説をいれ
る．②音声で説明のついた電子ブック形式
の電子教材を作成する．③点字教材とDai
syを組み合わせた教材を作成し，簡単にD
aisyで説明を聞けるような視覚障害補償
付きの点字教材を作成する． 

(2)教材の充実と自学自習環境整備：教材の
利用法は，今年度中には学内サーバーで管
理し，学内LANを通して各学生がWEBでアク
セスできように設定する．また，E-mail
等の質問も受け付けられるよう設定し，双
方向型教育を実践できるようにする．それ
らにより自学自習教材としての有用性を
高める．有用性の検証には，学生のアクセ
ス回数や学習時間などの利用度，学生アン
ケート，学生による授業評価および教員相
互授業評価での評価，期末試験の成績など
が客観的評価となる．それらに統計的手法
を用い，有用性を検証する． 

(3)学生へのアンケート：これら３種類の教
材をCDの電子ファイルを主体に作成し，教
材の有用性や視覚障害の程度に応じてど
の教材が最適かなどを本学学生のアンケ
ートや実地検証により検討する． 

(4)特別支援学校への普及：特別支援学校専
攻科理療科教員に対し，上記のｅ－ラーニ
ング教材のサンプルを配布し，その提供や
連携についての希望をアンケートにて調査
する．そこで希望する教員に対して，e-mail
経由やパソコン対応ＣＤ，ＤＶＤなどのメ
ディアを介して教材を提供し，その教材に
関する質問や批評を受け付け，より良い教
材作成への情報収集を行う． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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